
平成 17年 3月期　　第１四半期財務・業績の概況　（連結） 平成 16年 7月 27日

上場会社名  株式会社日清製粉グループ本社 上場取引所　　東 大

コード番号　　2002 本社所在都道府県

（ＵＲＬ　http://www.nisshin.com） 東京都

役職名 取締役社長

氏 名　　長谷川　浩嗣

役職名 執行役員  総務本部 広報グループ長

氏 名　　森　裕行 （ＴＥＬ：（03）- 5282 ‐ 6650）

1． 四半期財務情報の作成等に係る事項

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

 ・固定資産の減価償却の方法については、影響が僅少なため、簡便な方法を採用しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無

２． 平成 17年 3月期第１四半期財務・業績の概況（平成16年4月1日　～　平成16年6月30日）　

（1）経営成績（連結）の進捗状況 (注)１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　 ２．比較の便宜上、16年3月期第1四半期については参考数値を表示しております。

   　　　　　　 (財)財務会計基準機構会員

代 表 者

問合せ先責任者

百 万円 ％ 百万円 ％ 百万 円 ％ 百万円 ％

　　 17年 3月期第１四半期 102,043 △11.5 5,330 11.0 6,097 11.7 3,055 22.4
(参考)16年 3月期第１四半期 115,348 － 4,801 － 5,456 － 2,496 －
 　　16年 3月期 434,125 21,756 22,893 11,575

四半期（当期）
純　利　益

売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益

円 銭 円 銭

　　 17年 3月期第１四半期 13 22 13 21
(参考)16年 3月期第１四半期 10 70 10 70
 　　16年 3月期 49 16 49 16

1株 当た り四 半期（当
期 ）純利 益

潜 在株式調整 後
１株当た り四 半期

（当期）純利益

  [経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 [当第１四半期の概況] 

日本経済は製造業を中心とした景況感が改善しつつあるとは云え、超低金利政策から引き締めに転じた米国や

中国経済の先行き不安に加え食料工業製品の消費者物価の下落が続いており、当社関連の企業を取り巻く環境

は依然として厳しいものがあります。 

当第１四半期につきましては、主力の製粉事業、食品事業を始め各事業において次世代新製品・新ビジネスモデ

ルの創出を目指した施策を着実に実行し、お客様から高い支持が得られる新製品や付加価値製品の開発・市場へ

の投入、販売促進活動や新チャネル開拓を進めて出荷伸張を図りました。また、引き続き各事業においてコスト削

減を実現しました。売上高は昨年１０月から配合飼料事業を持分法適用会社へ移行した影響により１，０２０億４３百

万円（前年同期比１１．５％減）と減収となりましたが、経常利益は６０億９７百万円（前年同期比１１．７％増）、四半

期純利益は３０億５５百万円（前年同期比２２．４％増）と増益となり順調に推移しました。 

 

〔セグメント別営業概況〕 

①製粉事業  

小麦粉の出荷につきましては、得意先とのリレーションシップ・マーケティングを一層推進し拡販に努めた結果、出

荷は前年を上回りました。また製品の品質管理面では、卸売業界を含めた「クリーン＆セイフティキャンペ－ン」を継

続し、小麦粉の製造面のみならず流通・保管面における安心・安全対策を強化してまいりました。 

副製品であるふすまにつきましては、国内での飼料向け需要が引き続き旺盛であり、市況は堅調に推移しました。 

 

 

 



②食品事業 

日清フーズ㈱につきましては、引き続き販売競争の激化により厳しい状況下にはありましたが、大型新商品として

期待される無菌化技術を応用した次世代パスタ「マ・マー２分で作れるアルデンティーノ」シリーズの出荷が好調に推

移するなど、パスタ、乾麺、天ぷら粉、冷凍食品などの出荷が、いずれも前年を上回りました。中食事業につきまし

ては、生産効率の改善を図り業績は順調に推移しました。また、本年３月に設立しました同事業の戦略会社、イニシ

オフーズ㈱は営業活動を順調に展開しております。 

オリエンタル酵母工業㈱につきましては、食品部門は製パン用各種原料素材の出荷はほぼ前年並みとなりました。

バイオ部門は診断薬や研究支援の受託業務は順調に推移しましたが、細胞培養関連製品等の出荷が減少し、売

上は前年を下回りました。 

日清ファルマ㈱につきましては、主力製品のコエンザイムＱ１０の国内向け出荷が、認知度のさらなる高まりや水溶

性タイプの拡販により素材、末端製品とも好調でありました。末端製品では４月から店舗販売向けの新製品３品を発

売し販促活動に努めました。 

 ③その他事業 

日清ペットフード㈱につきましては、猫用フードは引き続き大きく出荷伸張し、犬用フードは新製品「ラン・ミールミッ

クス」の小袋タイプの出荷が好調に推移しました。 

日清エンジニアリング㈱につきましては、売上は前年を下回りましたが、企業の設備投資が回復基調にある中受

注残は着実に増加しております。 

ＮＢＣ㈱につきましては、主力のスクリーン印刷用メッシュクロスの出荷が高付加価値のプリント基板向け高精細

メッシュクロスを始めとして国内外ともに伸長し、携帯電話やメディカル用等の産業資材用メッシュクロスの出荷も順

調に推移しました。 

（２）財政状態（連結）の変動状況

(注)１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　 ２．当第１四半期より四半期財務・業績の概況の開示を行っているため、前年同四半期の実績は記載しておりません。

【連結キャッシュ・フロ－の状況】

(注)１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
　　 ２．当第１四半期より四半期財務・業績の概況の開示を行っているため、前年同四半期の実績は記載しておりません。

　［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］

○添付資料

　　要約四半期連結貸借対照表、要約四半期連結損益計算書

　　要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書、セグメント情報
[参　考]

 平成 17年 3月期の連結業績予想　（平成 16年 4月 1日　～　平成 17年 3月 31日）

　［業績予想に関する定性的情報等］

　　業績は当初予想通り順調に推移しており、業績予想の変更はありません。

（注）上記の予想は、種々の前提に基づいたものであり、将来の計画数値等を確約したり、保証するものではありません。

　当第１四半期は、税金等調整前当期純利益６０億５６百万円、減価償却費２７億３３百万円等に伴う資金増加
があったものの、法人税・賞与等の上期分を当第１四半期に支払ったことにより、フリー・キャッシュ･フローは６億
５９百万円の資金増加に留まりました。また、財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払および借入金
の返済等により、２６億６４百万円の資金減少となりました。
　この結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より２０億２９百万円減少し、５２１億
２４百万円となりました。

円 銭

　　 17年 3月期第１四半期 357,572 230,972 64.6 999 06
　　 16年 3月期第１四半期 － － － －
　　 16年 3月期 359,820 230,555 64.1 996 59

１株当た り株主 資本総 　資　産 株  主  資 本 株 主資 本比 率

％　　百万円　　百万円　　

　　 17年 3月期第１四半期 3,486 △2,826 △2,664 52,124
　　 16年 3月期第１四半期 － － － －
　　 16年 3月期 20,999 △7,931 △7,549 54,154

現金及び現 金同等物
期　末　残　高

百万円　　 百万円　　 百万円　　 百 万円　　

営業活動 による
キャッ シュ・フロ－

投 資活動 に よる
キャッシュ・フロ －

財 務活 動に よる
キャッシュ・フロ －

 （1） 



    

  株式会社日清製粉グループ本社【連結】 

( 添付資料）

　 １ ． 　 要約四半期連結貸借対照表

　 ( 単位： 百万円）
当 四 半 期

（ 平成17年3月期
第1四半期）

前連結会計年度
当 四 半 期

（ 平成17年3月期
第1四半期）

前連結会計年度

科 目 ( 16. 6. 30) ( 16. 3. 31) 科 目 ( 16. 6. 30) ( 16. 3. 31)

( 資 産 の 部 ） ( 負 債 の 部 ）

流　  動 　 資　  産 156, 428 158, 289 流 　 動　  負 　 債 62, 667 64, 026

現 金 及 び 預 金 26, 143 29, 173 支払手形及び買掛金 23, 773 22, 797

受取手形及び売掛金 53, 447 55, 238 短 期 借 入 金 8, 184 8, 424

有 価 証 券 27, 401 28, 301 未 払 費 用 13, 247 15, 108

た な 卸 資 産 34, 773 33, 858 そ の 他 の 流 動 負 債 17, 461 17, 697

そ の 他 の 流 動 資 産 14, 915 11, 962

貸 倒 引 当 金 △  253 △  245 

固　  定 　 負　  債 38, 471 39, 873

社 債 － 77

固　  定 　 資　  産 201, 143 201, 530 長 期 借 入 金 1, 816 2, 219

有　 形　 固　 定　 資　 産 108, 843 108, 868 繰 延 税 金 負 債 12, 735 13, 401

建 物 及 び 構 築 物 42, 017 42, 280 退 職 給 付 引 当 金 15, 845 16, 044

機械装置及び運搬具 32, 344 33, 028 そ の 他 の 固 定 負 債 8, 073 8, 131

土 地 29, 239 29, 249

その他の有形固定資産 5, 241 4, 310

負 債 合 計 101, 138 103, 899

無　 形　 固　 定　 資　 産 8, 792 7, 439 少 数 株 主 持 分 25, 461 25, 364

少 数 株 主 持 分 25, 461 25, 364

投  資 その他 の 資 産 83, 508 85, 222 ( 資 本 の 部 ）

投 資 有 価 証 券 75, 861 77, 272

その他の投資その他の資産 8, 210 8, 516 資        本        金 17, 117 17, 117

貸 倒 引 当 金 △  563 △  566 資   本   剰   余   金 9, 447 9, 446

利   益   剰   余   金 180, 652 179, 241

その他有価証券評価差額金 26, 255 27, 177

為 替 換 算 調 整 勘定 △  1, 070 △  1, 012 

自    己     株     式 △  1, 429 △  1, 414 

資 本 合 計 230, 972 230, 555

資 産 合 計 357, 572 359, 820
負債、 少数株主持分
及 び 資 本 合 計

357, 572 359, 820

　 　 　 ( 注)  記載金額は、 百万円未満を切り 捨てて表示しており ます。

 （2） 



  株式会社日清製粉グループ本社【連結】 

　２ ．　要約四半期連結損益計算書
　(単位： 百万円）

(参考）
前年同四半期

(平成16年3月期
　第1四半期）

当四半期
(平成17年3月期
　第1四半期）

比　　　　　較
(△　 は　 減）

前連結会計年度

(15. 4. 1～15. 6.30） (16. 4. 1～16. 6.30） (15. 4. 1～16. 3.31）

売　 　　上　　 　高 115,348 102,043 △  13,305 434,125

売　　上　　原　　価 81,949 69,078 △  12,870 302,079

売 上 総 利 益 33,399 32,964 △  435 132,046

販売費及び一般管理費 28,597 27,633 △  963 110,289

営 業 利 益 4,801 5,330 528 21,756

営　業　外 　収 　益 828 931 102 2,442

受    取    利    息 22 25 3 79

受   取   配  当  金 465 409 △  55 767

持分法による投資利益 154 273 118 840

雑       収       入 185 221 35 755

営　業　外　 費 　用 173 164 △  8 1,305

支    払    利    息 73 51 △  21 266

雑       損       失 100 113 12 1,039

経 常 利 益 5,456 6,097 640 22,893

特  　別　  損　  益 △  23 △  40 △  16 318

税金等調整前四半期(当期） 純利益 5,432 6,056 623 23,211

法人税､ 住民税及び事業税 2,356 2,438 81 10,269

法 人 税 等 調 整 額 － － － △

少 数 株 主 利 益 579 561 △  17 1,902

四 半 期 ( 当 期 ） 純 利 益 2,496 3,055 559 11,575

(注) １ ．記載金額は、百万円未満を切り 捨てて表示しており ます。
　　 ２ ．比較の便宜上、１ ６ 年３ 月期第１ 四半期については参考数値を表示しており ます。

科　　　　　　　目

  535 

 （3） 



株式会社日清製粉グループ本社【連結】 

(単位：百万円）

前連結会計年度

科　　　　　　　　　　　　目 (16.4.１～16.6.30） (15.4.１～16.3.31）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,056 23,211

減価償却費 2,733 11,813

利息尻及び受取配当金 △ 384 △ 580

持分法による投資利益 △ 273 △ 840

売上債権の増減額 1,769 △ 789

たな卸資産の増減額 △ 936 272

仕入債務の増減額 983 △ 668

そ  の  他 △ 1,746 △ 809

小　    計 8,200 31,608

利息及び配当金の受取額 500 1,044

利息の支払額 △ 39 △ 247

法人税等の支払額 △ 5,174 △ 11,406

  営業活動によるキャッシュ・フロー 3,486 20,999

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得・売却 1,999 △ 509

有無形固定資産の取得による支出 △ 4,842 △ 15,428

投資有価証券の取得・売却 9 652
連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出と同社保有の現金及び現金同等物との差額 － 6,601

そ  の  他 6 752

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,826 △ 7,931

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の増減額 △ 653 △ 2,912

自己株式の取得による支出 △ 17 △ 1,847

配当金の支払額 △ 1,505 △ 2,220

そ  の  他 △ 487 △ 569

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,664 △ 7,549

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 24 △ 129

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 △ 2,029 5,389

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 54,154 48,789

Ⅶ　連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △

Ⅷ　現金及び現金同等物の期末残高 52,124 54,154

　 　 ( 注)  記載金額は、 百万円未満を切り 捨てて表示し ており ま す。

３．要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(平成17年3月期
第1四半期）

当四半期

 23

  

 

 （4） 



　４．　セグメント情報

［　事業の種類別セグメント情報　］

当四半期　(平成17年3月期第1四半期　平成16年4月1日～平成16年6月30日） (単位：百万円）
製 粉 食 品 そ の 他 計 消去又は全社 連 結

売　上　高
（１）外部顧客に対する売上高 38,230 55,651 8,161 102,043   (   - ) 102,043 
（２）セグメント間の内部売上高又は振替高 5,024 157 336 5,518 (5,518)        -

計 43,254 55,808 8,497 107,561 (5,518) 102,043

営 業 費 用 40,526 53,955 7,567 102,049 (5,337) 96,712

営 業 利 益 2,728 1,853 929 5,511 (181) 5,330

(注）１．事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して行っております｡
　　　２．各事業区分の主要製品
　　　　　　製　粉…小麦粉、ふすま
　　　　　　食　品…プレミックス、家庭用小麦粉、パスタ、パスタソース、冷凍食品、チルド食品、

　　　　　　　製菓・製パン用資材、生化学製品、ライフサイエンス事業、健康食品
　　　　　　その他…ペットフード、設備工事、メッシュクロス、荷役・保管
　　　３．当四半期の営業費用には、事業税外形標準課税額１１６百万円（第１四半期分）が含まれております。

(参考） 前年同四半期　(平成16年3月期第1四半期　平成15年4月1日～平成15年6月30日） (単位：百万円）
製 粉 食 品 そ の 他 計 消去又は全社 連 結

売　上　高
（１）外部顧客に対する売上高 37,292 55,423 22,632 115,348   (   - ) 115,348 
（２）セグメント間の内部売上高又は振替高 5,359 253 518 6,131 (6,131)        -

計 42,652 55,676 23,151 121,480 (6,131) 115,348

営 業 費 用 40,482 54,026 21,956 116,465 (5,918) 110,546

営 業 利 益 2,169 1,650 1,194 5,014 (212) 4,801

(注）１．比較の便宜上、16年３月期第１四半期については、参考数値を当四半期と同区分で表示しております。
　　　２．事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して行っております｡
　　　３．各事業区分の主要製品
　　　　　　製　粉…小麦粉、ふすま
　　　　　　食　品…プレミックス、家庭用小麦粉、パスタ、パスタソース、冷凍食品、チルド食品、

　　　　　　　製菓・製パン用資材、生化学製品、ライフサイエンス事業、健康食品
　　　　　　その他…ペットフード、設備工事、メッシュクロス、配合飼料、荷役・保管
　　　４．飼料事業は平成15年10月の経営統合により、配合飼料事業子会社が持分法適用会社となったため、
　　　　　その他セグメントに含めております。なお、その他セグメントに含まれている配合飼料事業の売上高は
　　　　　１３，８７７百万円、営業利益は３０２百万円であります。

 前連結会計年度　(平成15年4月1日～平成16年3月31日） (単位：百万円）
製 粉 食 品 そ の 他 計 消去又は全社 連 結

売　上　高
（１）外部顧客に対する売上高 153,081 216,825 64,218 434,125   (   - ) 434,125 
（２）セグメント間の内部売上高又は振替高 21,170 859 3,065 25,094 (25,094)        -

計 174,251 217,685 67,284 459,220 (25,094) 434,125

営 業 費 用 164,105 210,441 62,273 436,821 (24,452) 412,368

営 業 利 益 10,145 7,243 5,010 22,399 (642) 21,756

(注）１．事業区分の方法は、製品の種類の類似性を考慮して行っております｡
　　　２．各事業区分の主要製品
　　　　　　製　粉…小麦粉、ふすま
　　　　　　食　品…プレミックス、家庭用小麦粉、パスタ、パスタソース、冷凍食品、チルド食品、

　　　　　　　製菓・製パン用資材、生化学製品、ライフサイエンス事業、健康食品
　　　　　　その他…ペットフード、設備工事、メッシュクロス、配合飼料、荷役・保管

株式会社日清製粉グループ本社【連結】 
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